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子
供
達
に
熱
き
眼
差
し
を 

「
錦
織
圭
、
里
見
香
奈
そ
し
て

隠
岐
の
海
、
こ
の
三
人
が
一
堂
に

会
し
た
番
組
が
出
来
た
ら
い
い
ね
」

10
数
年
前
あ
る
Ｔ
Ｖ
局
の
番
組

審
議
会
の
席
上
、
こ
ん
な
提
案
を

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、

島
根
出
身
の
三
人
の
若
者
の
活
躍

に
胸
を
踊
ら
せ
、
ど
ん
な
に
誇
ら

し
く
思
っ
た
こ
と
か
。 

政
治
、
経
済
、
学
術
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
あ
る
い
は
職
人
と
呼
ば

れ
る
技
能
者
、
ど
ん
な
分
野
で
も

い
い
、
世
界
や
全
国
レ
ベ
ル
で
活

躍
す
る
逸
材
が
、
こ
の
松
江
の
地

か
ら
巣
立
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
同
時
に
、
こ
の
地
で

生
ま
れ
育
っ
た
子
供
達
が
、
誠
実

に
日
々
の
生
活
を
送
り
、
社
会
の

維
持
発
展
を
根
底
か
ら
支
え
る
人

間
に
育
っ
て
く
れ
た
ら
と
切
に
思

う
の
で
す
。 

日
本
の
出
生
数
は
80
万
人
。
戦

後
の
最
盛
期
の
４
割
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
松
江
市
で
も
年
々
出
生
者
が

減
少
し
、
昨
年
は
つ
い
に
千
五
百

人
を
割
り
ま
し
た
。
現
在
我
が
国

は
二
人
で
一
人
の
高
齢
者
を
支
え

て
い
ま
す
が
、
四
半
世
紀
後
に
は

一
人
で
一
人
の
高
齢
者
を
支
え
る

時
代
が
到
来
し
ま
す
。
人
類
が
初

め
て
経
験
す
る
超
高
齢
社
会
。
支

え
る
側
に
立
つ
の
は
、
紛
れ
も
な

く
現
代
の
子
供
達
で
す
。 

彼
ら
が
健
や
か
な
成
長
を
と
げ
、

社
会
の
中
核
と
し
て
活
躍
せ
ね
ば
、

今
後
の
安
定
し
た
社
会
の
継
続
は

望
め
な
い
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な

将
来
展
望
に
立
て
ば
、
今
こ
そ
子

供
達
へ
「
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
」

の
集
中
投
入
が
必
要
と
思
わ
れ
る

の
で
す
。 

子
供
達
の
成
長
の
根
幹
は
学
校

教
育
と
家
庭
教
育
に
あ
り
ま
す
。

今
、
そ
こ
に
地
域
が
加
わ
る
こ
と

が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

地
域
に
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
何
が
で
き
る
か
模

索
を
続
け
ま
す
。
日
本
の
未
来
の

鍵
を
握
る
子
供
達
の
成
長
、
公
民

館
の
役
割
は
益
々
大
き
く
な
り
そ

う
で
す
。 


